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１　学習講座開設市町村

区　　　分

開設した　　　　　　　　　　　　 54 (A) 100.0 (A/C)

開設していない 0 (B) 0.0 (B/C)

合計　　　　　　　　 54 (C) 100.0

２　受講対象

区　　　分

市町村内のみ 9 (D) 16.7 (D/A)

一部市町村以外も可 24 (E) 44.4 (E/A)

市町村以外も可 21 (F) 38.9 (F/A)

合計 54 100.0

３　受講者の負担（教材費等の実費徴収を除く受講料）

区　　　分

全て無料

教材費等（実費）徴収

一部の講座で実費徴収

受講料（実費分を含む）徴収

一部の講座で受講料徴収

一部の講座で実費のみ又は受講料徴収

その他

４　講座の内容　（複数回答）

区　　　分

教養的なもの

趣味的なもの

社会問題

地域課題

健康・スポーツ・レクリエーション

語学

子供の教育

職業上必要な高度で専門的な知識・技能

家庭生活に役立つ技能

ボランティア活動に必要な知識・技能

その他

５　他の機関との連携（複数回答）

区　　　分

小・中学校

高等学校

高等教育機関

首長部局

民間生涯学習関連事業者

ＮＰＯ・市民活動団体

他自治体

その他

6 11.1

8 14.8

16 29.6

10 18.5

31 57.4

9 16.7

7 13.0

34 63.0

14 25.9

6 11.1

市町村数(L) 比率(L/A)％

35 64.8

7 13.0

43 79.6

24 44.4

49 90.7

31 57.4

48 88.9

51 94.4

23 42.6

13 24.1

6 11.1

市町村数(K) 比率(K/A)％

4 7.4

15 27.8

15 27.8

市町村数(I) 比率(I/A)％

1 1.9

0 0.0

【１】令和６年度学習講座開設（実績）状況調査結果

市町村数 比率　％

市町村数 比率％
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1 名 古 屋 市 ○ ○ ○

2 一 宮 市 ○ ○ ○

3 瀬 戸 市 ○ ○ ○

4 春 日 井 市 ○ ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○

6 江 南 市 ○ ○ ○

7 小 牧 市 ○ ○ ○

8 稲 沢 市 ○ ○ ○

9 尾 張 旭 市 ○ ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○ ○

11 豊 明 市 ○ ○ ○

12 日 進 市 ○ ○ ○

13 清 須 市 ○ ○

○生涯学習講座の親子講座以外は、受講料を徴収。また、一部教材費が発生する講座については
受益者負担。
小学生対象の土曜開講講座の参加料は無料。しかし、一部教材費が発生する教室については受益
者負担。

14 北 名 古 屋 市 ○ ○ ○

15 長 久 手 市 ○ ○ ○

16 東 郷 町 ○ ○ ○講座により様々で全ての項目にあてはまる

17 豊 山 町 ○ ○ ○

18 大 口 町 ○ ○ ○

19 扶 桑 町 ○ ○ ○

20 津 島 市 ○ ○ ○

21 愛 西 市 ○ ○ ○

22 弥 富 市 ○ ○ ○

23 あ ま 市 ○ ○ ○

24 大 治 町 ○ ○ ○

25 蟹 江 町 ○ ○ ○

26 飛 島 村 ○ ○ ○

27 半 田 市 ○ ○ ○ほとんど受講料(実費分を含む）を徴収しているが一部無料講座あり

28 常 滑 市 ○ ○ ○

29 東 海 市 ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ○
○一部の講座で受講料（実費分を含む）を徴収しているが、特に市民大学の講座は、受講料として
700円/回、教材費は別途教員が徴収している。

32 阿 久 比 町 ○ ○ ○

33 東 浦 町 ○ ○
○一般は受講料徴収だが、子どもの受講料(講師謝礼を人数で割った額)は町が２分の１補助。教材
費や材料費は実費分徴収。

34 南 知 多 町 ○ ○ ○

35 美 浜 町 ○ ○ ○

36 武 豊 町 ○ ○ ○

37 岡 崎 市 ○ ○ ○

38 碧 南 市 ○ ○ ○

39 刈 谷 市 ○ ○ ○

40 豊 田 市 ○ ○ ○

41 安 城 市 ○ ○ ○

42 西 尾 市 ○ ○ ○基本的に受講料徴収。ただし中学生以下は受講料無料、実費分は徴収。

43 知 立 市 ○ ○ ○

44 高 浜 市 ○ ○ ○

45 み よ し 市 ○ ○ ○

46 幸 田 町 ○ ○ ○

47 豊 橋 市 ○ ○ ○

48 豊 川 市 ○ ○ ○

49 蒲 郡 市 ○ ○ ○

50 田 原 市 ○ ○ ○

51 新 城 市 ○ ○ ○

52 設 楽 町 ○ ○ ○

53 東 栄 町 ○ ○ ○

54 豊 根 村 ○ ○ ○

54 9 24 21 1 0 4 15 15 13 6

市町村名
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1 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 一 宮 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○スマホ教室 ○

3 瀬 戸 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 春 日 井 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ICT（スマートフォン、タブ
レットの使い方等） ○ ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 江 南 市 ○ ○ ○ ○

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○資産形成、コミュニケー
ション ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○教員の初任者研修

8 稲 沢 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○男女共同参画、障害者の
自立・社会参加促進 ○ ○ ○ ○ ○

○愛知西農業協同組合、稲沢市
社会福祉協議会、稲沢市老人ク
ラブ連合会、社会福祉協議会

9 尾 張 旭 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 豊 明 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 日 進 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 清 須 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 北 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 長 久 手 市 ○ ○ ○

16 東 郷 町 ○ ○

17 豊 山 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 大 口 町 ○ ○ ○ ○スマートフォン講習会 ○

19 扶 桑 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 津 島 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○民間企業

21 愛 西 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 弥 富 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 あ ま 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 大 治 町 ○ ○ ○

25 蟹 江 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○文化財継承団体

26 飛 島 村 ○ ○ ○ ○

27 半 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 常 滑 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 東 海 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
○パソコンの基礎的な知識・
技能、小学生対象の金管バ
ンド

○ ○ ○

32 阿 久 比 町 ○ ○ ○ ○

33 東 浦 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○理科研究部会(町内の小中学
校の先生が構成している団体)

34 南 知 多 町 ○ ○ ○ ○

35 美 浜 町 ○ ○ ○

36 武 豊 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○国立研究開発法人、町内企業

37 岡 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 碧 南 市 ○ ○ ○ ○ ○

39 刈 谷 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 豊 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 安 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 西 尾 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 知 立 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○明治安田生命（包括連携協定
締結）

44 高 浜 市 ○ ○ ○ ○

45 み よ し 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 幸 田 町 ○ ○

47 豊 橋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 豊 川 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○地元企業

49 蒲 郡 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 田 原 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 新 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 設 楽 町 ○ ○ ○

53 東 栄 町 ○ ○ ○

54 豊 根 村 ○ ○ ○

48 51 23 24 49 31 35 7 43 14 6 9 7 34 16 10 31 6 8

市町村名

4 講座の内容 5 他の機関との連携

計
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１　大学等高等教育機関との連携による学習講座

区　　　分

開設した 34 (A) 63.0 (A/C)

開設していない 20 (B) 37.0 (B/C)

合計　　　　　　　　 54 (C) 100.0

２　講座の内容　　（複数回答）

区　　　分

教養的なもの

趣味的なもの

社会問題

地域課題

健康・スポーツ・レクリエーション

語学

子供の教育

職業上必要な高度で専門的な知識・技能

家庭生活に役立つ技能

ボランティア活動に必要な知識・技能

その他

３　市町村の業務／高等教育機関の業務　　（複数回答）

区　　　分

講座の企画

広報（募集案内）

受講者の募集受付・決定

会場の手配

講師の手配

講座当日の管理運営

講師への謝礼・旅費の支給

その他

４　講座を開催するに当たり苦労した点 回答市町村数 13

（詳細内容はｐ７，８）

５　講座を開催するに当たり工夫した点 回答市町村数 12

（詳細内容はｐ７，８）

22 10

0 0

29 9

15 28

28 18

22 24

32 10

31 4

ア 市町村の業務 イ 高等教育機関の業務

10 29.4

1 2.9

7 20.6

0 0.0

4 11.8

（市町村数）

7 20.6

18 52.9

5 14.7

23 67.6

11 32.4

12 35.3

【２】令和６年度大学等高等教育機関との連携による学習講座調査結果

市町村数 比率　％

市町村数(I) 比率 (I/A)％

4



教
養
的
な
も
の

趣
味
的
な
も
の

社
会
問
題

地
域
課
題

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ

ン

語
学

子
供
の
教
育

職
業
上
必
要
な
高
度
で
専

門
的
な
知
識
・
技
能

家
庭
生
活
に
役
立
つ
技
能

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
必

要
な
知
識
・
技
能

そ
の
他

1 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 一 宮 市 ○ ○ ○ ○

3 瀬 戸 市 ○ ○ ○ ○

4 春 日 井 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○経済学

6 江 南 市

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○ ○

8 稲 沢 市

9 尾 張 旭 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 豊 明 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 日 進 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 清 須 市

14 北 名 古 屋 市 ○ ○ ○

15 長 久 手 市

16 東 郷 町

17 豊 山 町 ○ ○

18 大 口 町

19 扶 桑 町 ○ ○ ○

20 津 島 市 ○ ○

21 愛 西 市

22 弥 富 市 ○ ○

23 あ ま 市 ○ ○

24 大 治 町

25 蟹 江 町

26 飛 島 村

27 半 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 常 滑 市

29 東 海 市 ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○SDGｓなど

31 知 多 市 ○ ○

32 阿 久 比 町

33 東 浦 町 ○
○愛知教育大学技術教育課と連携し
たものづくり教室

34 南 知 多 町

35 美 浜 町

36 武 豊 町

37 岡 崎 市 ○ ○

38 碧 南 市 ○ ○ ○

39 刈 谷 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 豊 田 市 ○ ○ ○

41 安 城 市 ○ ○ ○プログラミング

42 西 尾 市 ○ ○

43 知 立 市 ○ ○ ○

44 高 浜 市 ○ ○

45 み よ し 市 ○ ○ ○

46 幸 田 町 ○ ○

47 豊 橋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 豊 川 市

49 蒲 郡 市 ○ ○

50 田 原 市

51 新 城 市

52 設 楽 町

53 東 栄 町

54 豊 根 村 ○ ○

34 23 11 12 7 18 5 10 1 7 0 4

市町村名

1
 

連
携
市
町
村

2 講座の内容

計
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講
座
の
企
画

広
報
（

募
集
案
内
）

受
講
者
募
集
受
付
・
決
定

会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費
の
支

給
（

費
用
負
担
）

そ
の
他

講
座
の
企
画

広
報
（

募
集
案
内
）

受
講
者
募
集
受
付
・
決
定

会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費
の
支

給
（

費
用
負
担
）

そ
の
他

1 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 一 宮 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 瀬 戸 市 〇 〇

4 春 日 井 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 江 南 市

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 稲 沢 市

9 尾 張 旭 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 豊 明 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 日 進 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 清 須 市

14 北 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 長 久 手 市

16 東 郷 町

17 豊 山 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 大 口 町

19 扶 桑 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 津 島 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 愛 西 市

22 弥 富 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 あ ま 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 大 治 町

25 蟹 江 町

26 飛 島 村

27 半 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 常 滑 市

29 東 海 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 阿 久 比 町

33 東 浦 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 南 知 多 町

35 美 浜 町

36 武 豊 町

37 岡 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 碧 南 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 刈 谷 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 豊 田 市 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

41 安 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 西 尾 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 知 立 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 高 浜 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 み よ し 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 幸 田 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 豊 橋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 豊 川 市

49 蒲 郡 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 田 原 市

51 新 城 市

52 設 楽 町

53 東 栄 町

54 豊 根 村 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 32 31 29 15 28 22 0 24 10 4 9 28 18 10 0計

市町村名

3イ　高等教育機関の業務3ア　市町村の業務
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1 名 古 屋 市
・受講者が思うように集まらない講座もあり、広報面で課題を
残した（特に親子で受講する講座）。

・単に学習するだけではなく、体験を含んだり、親子で学ぶこ
とができたりする内容を含むようにした。

2 一 宮 市

3 瀬 戸 市
・子ども向け講座のうち、座学の講座に関しては応募者が少
ない。

・講座の募集にあたり、市の広報誌やホームページの掲載
の他、チラシを作成し、募集の該当者がいる組織や団体に直
接依頼をかけている。

4 春 日 井 市
・講師選定
・日程調整

5 犬 山 市

6 江 南 市

7 小 牧 市

・毎年開催しているため、新しいテーマづくりが難しくなってき
た。
・会場押さえが、他団体と競合することがあり、調整が必要な
こと。
・大学に講座を依頼する際に、どんな講座を実施できる教員
がいるのか、充分な情報がない。
・大学の事務局によって、親切に紹介してくれるところと、そう
でないところと対応が分かれる。

・毎年同じような時期に実施するため、できるだけ会場を同じ
にする。
・定員を超える応募があった場合は、市内の方を優先とす
る。
・講師に実際に面会して打ち合わせを行い、講座の内容を
しっかり理解し、こちらの要望も伝えるようにしている。

8 稲 沢 市

9 尾 張 旭 市
・一部の講座では、対面・オンラインとどちらかを選択して受
講できるようにした。

10 岩 倉 市

11 豊 明 市

12 日 進 市 ・会場の確保・日程調整 ・募集チラシ配布～申込期限まで余裕をもって設定した

13 清 須 市

14 北 名 古 屋 市

15 長 久 手 市

16 東 郷 町

17 豊 山 町

18 大 口 町

19 扶 桑 町

20 津 島 市
・市民の興味を惹くにはどのような内容が適切か、また、講師
の専門性とどう結びつけるかといった点。

・アンケート結果を踏まえ、地域のニーズや社会の動向をリ
サーチしてテーマを設定した。

21 愛 西 市

22 弥 富 市

23 あ ま 市

24 大 治 町

25 蟹 江 町

26 飛 島 村

27 半 田 市

28 常 滑 市

29 東 海 市

30 大 府 市

31 知 多 市
・集客が見込める企画の立案
・内容もマンネリ傾向にあり、集客が見込めない。

・大学側の打合せの際に講義内容の要望を具体的に伝える
こと。
・また、避けてほしいスタイルを伝える。（2時間座学だけな
ど）

32 阿 久 比 町

33 東 浦 町
・長期休暇ではない通常の休日に設定したため、人が集まら
なかったこと。

34 南 知 多 町

35 美 浜 町

36 武 豊 町

37 岡 崎 市

38 碧 南 市

39 刈 谷 市 ・受講者を集めること。 ・LINEなどを活用し広報した。

40 豊 田 市

41 安 城 市 ・受講者が集まらない(外国語) ・来館者に募集チラシの配付、呼びかけ

42 西 尾 市

市町村名
4 講座を開催するに当たり

苦労した点
5 講座を開催するに当たり

工夫した点
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市町村名
4 講座を開催するに当たり

苦労した点
5 講座を開催するに当たり

工夫した点

43 知 立 市
・市ホームページ等で講座を募集するが、中々人が集まらな
い。

・知立市LINE登録者に周知させる。募集定員に達しない場合
は、再度周知させる。
講座申込み方法を、QRコードにして期間中いつでも申込み
ができるようにした。

44 高 浜 市 ・受講者の募集が思うように集まらず苦労した。

45 み よ し 市

46 幸 田 町

47 豊 橋 市
・会場の手配の連携が取れておらず、当日教室に入ったら学
生が試験の準備をしていて、移動してもらったことがあった。

・講座内容によって受講人数が大きく変わるため、申込状況
の確認を密に行い対策を考えた。

48 豊 川 市

49 蒲 郡 市 ・多くの方に受講してもらえるよう、チラシ等を配布した

50 田 原 市

51 新 城 市

52 設 楽 町

53 東 栄 町

54 豊 根 村

13 12計
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１　NPO・市民活動団体との連携による学習講座

区　　　分

開設した 31 (A) 57.4 (A/C)

開設していない 23 (B) 42.6 (B/C)

合計　　　　　　　　 54 (C) 100.0

２　講座の内容　　（複数回答）

区　　　分

教養的なもの

趣味的なもの

社会問題

地域課題

健康・スポーツ・レクリエーション

語学

子供の教育

職業上必要な高度で専門的な知識・技能

家庭生活に役立つ技能

ボランティア活動に必要な知識・技能

その他

３　市町村の業務／NPO・市民活動団体の業務　　（複数回答）

区　　　分

講座の企画

広報（募集案内）

受講者の募集受付・決定

会場の手配

講師の手配

講座当日の管理運営

講師への謝礼・旅費の支給

その他

４　講座を開催するに当たり苦労した点 回答市町村数 10

（詳細内容はｐ12，13）

５　講座を開催するに当たり工夫した点 回答市町村数 12

（詳細内容はｐ12，13）

21 12

4 2

27 12

14 23

15 25

19 25

31 12

24 12

ア 市町村の業務 イ NPO・市民活動団体の業務

17 54.8

3 9.7

10 32.3

7 22.6

5 16.1

（市町村数）

5 16.1

16 51.6

8 25.8

17 54.8

15 48.4

13 41.9

【３】令和６年度NPO・市民活動団体との連携による学習講座調査結果

市町村数 比率　％

市町村数(I) 比率 (I/A)％
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教
養
的
な
も
の

趣
味
的
な
も
の

社
会
問
題

地
域
課
題

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

語
学

子
供
の
教
育

職
業
上
必
要
な
高
度
で
専

門
的
な
知
識
・
技
能

家
庭
生
活
に
役
立
つ
技
能

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
必

要
な
知
識
・
技
能

そ
の
他

1 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○

2 一 宮 市

3 瀬 戸 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 春 日 井 市 ○ ○ ○ ○ ○
○ICT（スマートフォン、タ
ブレットの使い方等）

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 江 南 市

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○コミュニケーション

8 稲 沢 市 ○ ○ ○ ○男女共同参画

9 尾 張 旭 市 ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○

11 豊 明 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 日 進 市 ○ ○

13 清 須 市 ○ ○

14 北 名 古 屋 市

15 長 久 手 市

16 東 郷 町

17 豊 山 町

18 大 口 町 ○ ○ ○

19 扶 桑 町 ○ ○

20 津 島 市

21 愛 西 市 ○ ○

22 弥 富 市

23 あ ま 市 ○ ○

24 大 治 町

25 蟹 江 町 ○ ○

26 飛 島 村

27 半 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 常 滑 市 ○ ○ ○ ○ ○

29 東 海 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
○パソコンの基礎的な知
識・技能、小学生対象の
金管バンド

32 阿 久 比 町

33 東 浦 町

34 南 知 多 町

35 美 浜 町

36 武 豊 町 ○ ○ ○

37 岡 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 碧 南 市

39 刈 谷 市

40 豊 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 安 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 西 尾 市 ○ ○

43 知 立 市

44 高 浜 市

45 み よ し 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 幸 田 町

47 豊 橋 市 ○ ○自然観察・体験

48 豊 川 市

49 蒲 郡 市 ○ ○

50 田 原 市

51 新 城 市

52 設 楽 町 ○ ○ ○

53 東 栄 町 ○ ○

54 豊 根 村

31 17 15 13 5 16 8 17 3 10 7 5

※　連携先によって異なる場合は複数回答

市町村名

1
 

連
携
市
町
村

2 講座の内容

計
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講
座
の
企
画

広
報
（

募
集
案
内
）

受
講
者
募
集
受
付
・
決

定 会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費

の
支
給
（

費
用
負
担
）

そ
の
他

講
座
の
企
画

広
報
（

募
集
案
内
）

受
講
者
募
集
受
付
・
決
定

会
場
の
手
配

講
師
の
手
配

講
座
当
日
の
運
営
管
理

講
師
へ
の
謝
礼
・
旅
費
の
支

給
（

費
用
負
担
）

そ
の
他

1 名 古 屋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 一 宮 市

3 瀬 戸 市 ○ ○
○パンフレットの契約・支払行為のみ（内容の調
整はＮＰＯ・市民活動団体による） ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 春 日 井 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 犬 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 江 南 市

7 小 牧 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○講師として講演 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 稲 沢 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○講座の講師を務める

9 尾 張 旭 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 岩 倉 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 豊 明 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 日 進 市 ○ ○ ○ ○講座を委託した市民団体への委託料の支払 ○ ○ ○

13 清 須 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 北 名 古 屋 市

15 長 久 手 市

18 東 郷 町

17 豊 山 町

18 大 口 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○講座で使用する資料

19 扶 桑 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 津 島 市

21 愛 西 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 弥 富 市

23 あ ま 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 大 治 町

25 蟹 江 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 飛 島 村

27 半 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 常 滑 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29 東 海 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 大 府 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 知 多 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 阿 久 比 町

33 東 浦 町

34 南 知 多 町

35 美 浜 町

36 武 豊 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 岡 崎 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 碧 南 市

39 刈 谷 市

40 豊 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○市が実施することもある。委託している公民館
については指定管理者が実施することもある。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 安 城 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 西 尾 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 知 立 市

44 高 浜 市

45 み よ し 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 幸 田 町

47 豊 橋 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 豊 川 市

49 蒲 郡 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 田 原 市

51 新 城 市

52 設 楽 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 東 栄 町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 豊 根 村

19 31 24 27 14 15 21 4 25 12 12 12 23 25 12 2

市町村名

3イ NPO・市民活動団体の業務

計

3ア 市町村の業務
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1 名 古 屋 市
・内容が固定化しないよう、新規の講師を開拓していくことに
苦労している。

・内容が固定化しないよう、学習方法を工夫したり、時事的な
内容を取り上げたりしている。

2 一 宮 市

3 瀬 戸 市 ・参加者が集まらず開講できない場合がある。 ・ＳＮＳ（インスタグラム）を使って宣伝。

4 春 日 井 市  ・講師選定・日程調整

5 犬 山 市

6 江 南 市

7 小 牧 市
・どちらの要望にもあった講師を見つけることがなかなか難し
い。

・連携するNPOの要望と、こちらの要望をどちらも取り入れた
企画を立てるようにしている。

8 稲 沢 市
・参加者の確保・日程調整・講座の達成目標設定・新規講座
実施にかかる諸々の調整

・運営との打合せを綿密に行った。

9 尾 張 旭 市
・一部の講座では、対面・オンラインとどちらかを選択して受
講できるようにした。

10 岩 倉 市

11 豊 明 市

12 日 進 市 ・会場の確保、日程調整
・電子申請システムを活用することにより簡単に申請ができ
るようにした。

13 清 須 市 ・清須市子育てネットワーカーふゎふゎの日程調整。
・子どもたちが楽しめる時間・内容となるようにしている。
・各地区で開催している。

14 北 名 古 屋 市

15 長 久 手 市

18 東 郷 町

17 豊 山 町

18 大 口 町 ・講座を行っていただく講師を探すこと
・宣伝方法を町の広報紙だけでなく、町のLINEやメールで広
く周知されるようにした

19 扶 桑 町

20 津 島 市

21 愛 西 市 ・SNSなどを活用した講座のPR

22 弥 富 市

23 あ ま 市
・親子（小学生とその親）で参加できる講座を実施しておりま
す。講座開催に当たっては、親と子の両方が楽しめる講座と
なるように内容を工夫しております。

24 大 治 町

25 蟹 江 町 ・団体との事業実施内容や方法などの調整 ・参加者のニーズに添った事業内容の考案

26 飛 島 村

27 半 田 市

28 常 滑 市

29 東 海 市

30 大 府 市

31 知 多 市

32 阿 久 比 町

33 東 浦 町

34 南 知 多 町

35 美 浜 町

36 武 豊 町

37 岡 崎 市

38 碧 南 市

39 刈 谷 市

40 豊 田 市

41 安 城 市

42 西 尾 市

43 知 立 市

44 高 浜 市

45 み よ し 市
・参加対象者が参加してみたいと思える内容を考えること
や、参加者を集めることに苦労しました。

・わかりやすく要点をまとめ、見やすくて楽しそうなチラシを意
識して作成しました。

46 幸 田 町

市町村名
4 講座を開催するに当たり

苦労した点
5 講座を開催するに当たり

工夫した点

12



市町村名
4 講座を開催するに当たり

苦労した点
5 講座を開催するに当たり

工夫した点

47 豊 橋 市

48 豊 川 市

49 蒲 郡 市

50 田 原 市

51 新 城 市

52 設 楽 町

53 東 栄 町

54 豊 根 村

10 12計
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